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整備方針１

現在の施設を市街地へ移転し建て替える場合
は、入所利用者の利便性やプライバシーに配慮
するとともに、入所利用者の高齢化や障害の重
度化に対応するほか、強度行動障害を有する者
も安心して生活できる施設を目指す。

施 設 整 備 方 針

１



１ 生活の場として安全・安心で快適な環境であること
入所利用者が生活する場として、安心・安全で快適な生

活環境であること。また、地域住民の理解が得られやすい
地域環境であることが必要である。

２ 必要な敷地面積が確保できること
入所施設としての役割・機能が十分発揮できるように、

必要な敷地面積があること。
３ 経済性に優れていること

建設コストだけでなく、その後の運用コストも含めて、
費用の低減を図り、経済性を考慮した費用対効果の高い場
所であること。

４ 交通の利便性が高いこと
利用者やその家族が利用しやすく、施設職員が通勤しや

すい交通の利便性が高い場所であること。
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５ 施設整備が容易に行える場所であること
用地確保が容易であり、場所選定を行った後の早期の施

設整備が可能であること。
６ 自然災害のリスクが低い場所であること

福祉避難所として指定を受けることを想定し、可能な限
り、自然災害によるリスクが少なく、輸送が比較的容易な
場所であること。

７ 他の社会資源との連携が容易であること
医療機関や相談支援機関など、社会的資源との連携が円

滑に行われる地域であること。
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検討事項１
現在の入所利用者の出身市町村を考慮する観点から
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検討事項２
社会資源（主に医療機関）との連携を考慮するの観点から
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検討事項３
施設職員の雇用の維持と確保を考慮する観点から
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検討事項４
県内の障害者支援施設の配置バランスを考慮する観点から

７

整 備 候 補 地 域 の 検 討
資料2



秋田県心身障害者コロニーは、昭和４６年に県が
旧西目村（現在の由利本荘市）に設置して以来、地
域の方々からの理解や温かい協力、利用者との交流
のもとで運営を続けてきた経緯がある。
こうした地域との関わりに見られる歴史的経緯や
支援人材の継続性による効率的な運営について留意
する。
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